














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全体 23 19 7 9 18 13 12 8 23 15 5 25
1） 知人や家族から情報を得る 17 45 16 17 9 12 ！5 4 10 8 5 20
2） 単行本や百科事典などの：書籍を読む 29 15 5 12 36 16 18 7 43 31 4 15
3） CDやテープなどの音声教材の利用 14 3 2 3 42 6 6 8 42 27 3 27
4） ビデオやDVDなどの映像教材の利用 13 1 1 2 39 6 9 5 43 23 3 25
5） CD－ROM教材の利用 15 2 2 3 37 8 8 6 44 23 2 28
6） ラジオによる放送講座の受講 12 39 3 9 6 5 1 4 6 12 5 34
7） 宅配教材による通信講座の受講 20 ? 2 5 24 7 6 10 41 27 5 27
8） インターネットでの検索 32 45 25 11 23 22 20 5 41 25 3 13
9） Eラ一当ングサイトの利用 16 9 3 4 14 8 3 6 32 19 7 36
10） 講演会の受講 27 5 1 10 2 14 8 10 1 0 10 34
11） 自治体等の講習会への参加 16 23 1 10 2 9 8 4 1 2 7 40
12） 有料スクールへの参加 33 1 3 6 5 15 17 23 1 2 8 35
13） 同好会やサークルへの参加 19 17 3 7 4 10 9 6 3 2 11 38
14） 各種学校（専門学校など）への入学 37 0 0 6 5 20 23 26 3 1 8 31
15） NHK教育テレビなどの番組視聴 ！7 38 2 8 7 7 5 6 9 12 3 27
16） 放送大学への正式入学 20 2 0 4 5 12 8 13 5 9 9 43
17） 一般の大学での聴講 32 2 2 10 3 21 11 16 3 1 8 32
18） 一般の大学への正式入学 40 1 1 10 5 23 22 23 5 2 8 30

























全体 6 29 11 6 4 10 14 8 13 13 6 27
1） 知人や家族から情報を得る 10 3 1 1 3 14 11 10 2 2 14 47
2） 単行本や百科事典などの書籍を読む 3 2！ ll 3 2 ！2 20 6 2 3 4 34
3） CDやテ轡プなどの音声教材の利用 5 45 7 15 1 13 26 8 2 2 4 20
4） ビデオやDVDなどの映像教材の利用 6 52 8 17 1 10 20 5 3 4 3 ！8
5） CひROM教材の利用 6 48 6 21 0 10 19 9 3 4 4 18
6） ラジオによる放送講座の受講 8 8 10 5 13 11 27 6 30 9 5 21
7） 宅配教材による通信講座の受講 4 66 10 4 2 10 15 9 5 3 2 17
8） インターネットでの検索 4 3 5 10 1 13 15 14 2 2 10 44
9） Eラーニングサイトの利用 5 28 9 11 1 9 15 8 5 3 10 29
10） 講演会の受講 6 27 16 1 ！7 8 10 8 34 40 4 20
11） 自治体等の講習会への参加 12 14 lO 4 14 6 6 6 37 42 4 19
12） 有料スクールへの参加 3 75 18 ? 7 3 0 2 29 31 2 14
13） 同好会やサークルへの参加 10 11 13 2 2 6 5 11 29 32 11 24
14） 各種学校（専門学校など）への入学 2 74 31 2 3 2 2 1 31 39 2 14
！5） NHK教育テレビなどの番組視聴 9 10 10 7 ll 13 26 8 29 7 4 22
16） 放送大学への正式入学 5 56 24 6 4 5 4 1 26 20 4 18
17） 一般の大学での聴講 4 48 21 2 10 6 5 6 34 44 4 ！7
18） 一般の大学への正式入学 4 74 34 2 5 3 2 5 37 43 2 14
19） 外国の大学等への留学 4 74 31 ? 5 4 2 1 22 34 2 17
学習者特性と利用状況に適合した学習手段の選択一人工物発達学の視点から～ 147
で、行の合計は100％にはならない。
　項番1，2，8についてはすでに本文で言及してあ
る。表2によると、項番16の放送大学への正式入学は
LO％、項番9のe－1earningの利用経験は16．5％であり、
新しいメディアによる学習経験は高いとはいえない。
ただし、項番15のNH：K教育放送や放送大学の番組視
聴の経験は26．5％と比較的高く、正式の手続きを経ず
に新しいメディアを利用することはそれなりの頻度で
普及しているともいえる。
　付表1によると、項番15の番組視聴のメリットとし
ては、費用がかからない点が38％とトップであり、こ
れは項番1の知人や家族から情報を得ることや項番8
のインターネット検索の45％に次ぐレベルである。学
習者のコスト意識を反映しているといえる。
　反対に付表2によると、項番16の放送大学への正式
入学については、費用がかかるというデメリットを指
摘しているものが56％ある。一般の大学（項番18）や
各種学校への入学（項番ユ4）、有料スクールへの参加
（項番12）、外国の大学への留学（項番19）の費用につ
いてのネガティブな指摘が75％程度あるのに比べれば
少ないといえるが、ここにも学習者のコスト意識が反
映されているといえる。
　このコスト要因と、本文で指摘したユビキタス性
（いっでもどこでも）のあたりが今後の学習メディア
にとって重要な側面となると考えられる。
（2009年ll月4日受理）
